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2009年5月

No.79

2008年5月8日稲敷にて

龍ヶ崎の鳥シリーズ77 鳥名「ツルシギ」 チドリ目シギ科
春と秋の渡りの時期に見られるツルシギ。田植えをしたばかりの水田で採餌したり、休んだりしているツルシギの姿には、心惹かれるものがあります。特に全身が黒っぽい夏羽のツルシギは、魅力的で、私は、この時期になると一番出会いを楽しみにしています。嘴は、まっすぐで細長く、足は長くて、すらっとした印象があり、田に立つ鶴を連想してツルシギと命名されたのではないかとの説がありますが、私も同感です。田植えからしばらくすれば、ユーラシア大陸に移動し、姿が見られなくなってしまうのは、何とも寂しい限りです。

文と写真　中西榮子
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